
事例 4

1. 企業の概要

既卒者にも配慮した新卒募集、中途採用者募集を実施

同社は、創業から 1 世紀以上経過して
いる素材メーカーであり、その製品の領
域は、情報通信、自動車、エネルギーな
ど多岐にわたっている。
同社は、「人を大切にし、活かす」とい
う理念を持ち、社員の一人ひとりが創造
性と高い能力を発揮できる環境作りに取
り組んでいる。
さらに、同社では、中期的成長の鍵を
握るのは「人材」とし、「変化への対応力」
のある会社とするべく、人材の開発を強
化していきたいと考えている。

3. 特徴的な取り組み
　同社では伝統的に応募機会を広く提供
しており、正社員についても年間 10 人
程度の通年採用を実施している。通年採
用では通常の転職者の他、既卒者、フリー
ター等の応募も受け付けている。
　同社の新卒採用のホームページのＦＡ
Ｑ（よくある質問）の欄には、「私は既
卒なのですが、応募は可能でしょう
か？」や「私は 2010 年 9 月に卒業す
る予定です。応募は可能でしょうか？」

という設問があり、双方共に条件付きで
はあるが、「可能」という回答が掲載さ
れている。同社の新卒採用は、既卒者に
も配慮しているものであることがわか
る。毎年、１名ないし複数名の既卒者を
採用している。
　同社では、新卒者、既卒者、フリーター
にこだわらず、同社が採用ホームページ
でも明示している同社が期待する人材像
（①正々堂々と行動している人、②チャレ
ンジ精神を持ち、自ら考え行動できる人、
③スピードを持って行動できる人、④グ
ローバルな舞台で活躍したい人）に合致す
るような応募者を採用しようとしている。
　このため、同社の人事関係者は、「会
社として仕切りは設けていないのに、既
卒者やフリーターの応募者には遠慮があ
るように思える。もっと自信をもって応
募してきて欲しい」と考えている。
　さらに、ミスマッチの防止や採用後の
定着促進のためもあり、同社では、年間
150 回にも及ぶ会社説明会を開催して
いる。説明会の中では、会社の概要とと
もに、期待する人材像について、説明を
加えている。
　さらに、複数回の面接を実施し、じっ
くりと対話できる時間を設けており、何
を学んできたのかなどを中心に、応募者
の良い点を見つけ出そうとしている。
　内定者には、内定者研修を実施し、企
業への理解とともに同期同士のつながり
を促進している。新入社員研修は、入社
直後と入社後半年の 2 回にわけて実施
し、必要な意識と知識を身に付けられる

2. 採用の取り組み状況
　同社の2009年4月入社予定者は、大卒・
大学院卒あわせて 90 名弱であったが、急
激な環境変化によって、内定取り消しも
やむえないほどの状況に陥った。しかし、
企業のモラルに反するとの結論を得、内

定者全員を採用・入社させている。
なお、2009 年度には、高校卒業後、
長期間フリーターを経験し、大学へ入学、
32 歳で卒業した経歴を持つ入社希望者を
新卒採用枠で採用した実績もある。
また、2010 年 4 月は、大卒・大学院
卒あわせて 60名弱の採用である。

古河電気工業株式会社

会社概要
本　　社　　東京都

創　　業　　1884 年

売 上 高　　1,000 億円以上

従業員数　　3,000 名以上（正社員）

平均年齢　　41.3 歳（正社員平均）

事業内容　　非鉄金属製造業ほか

ようになっている。
　さらに、新人期間の締めくくりとし
て、それぞれのテーマに応じて業務上の
成果を発表する新人研究発表会も開催さ
れる。他の同期の研究テーマに触れるこ
とができ、相互啓発の場になっている。
この結果、同社に入社した新入社員が 3
年目までに退職した割合は、約 3％と
なっている。
　離職率の低下には、部下と上司が将来
のキャリアプランについて相談し、自身
の将来像の明確化と上司との共有に役立
つ「ステップ・アップ・インタビュー制
度」や教育計画のフォロー面接など、個
人の能力が最大限に発揮できるよう、働
く者と企業との双方向コミュニケーショ
ンも役に立っていると思われる。
　同社は各種研修によって、従業員の成
長のサポートも行っている。特に自己啓
発制度は、選択型の各種研修や 100 講
座以上の通信教育を通じて、個人の目標
に応じてフレキシブルに学習できるよう
に充実させ、同社の理念である「人を大
切にし、活かす」を実践している。

古河電気工業株式会社

ポイント

・ 正社員について、年間1０人程度の通年採用を実施　　・ 既卒者にも配慮した新卒採用のホームページ
・ 年間 150回にも及ぶ会社説明会の実施 　　　　　　　・ 100講座以上の通信教育を用意
・ 働く者と企業との双方向コミュニケーション
　　　①部下と上司が将来のキャリアプランについて相談、共有化
　　　②教育計画のフォロー面接
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